
報

柑
勾
一
九
一
時
能
登
強
震

能登強震震度分布園第一国

丘k
Eヨ

調

査

報

告

昭
和
八
年
九
月
二
十
一

日
十
二
時
十
四
分
頃
能

登
宇
島
の
中
部
な
る
七

尾
附
近
に
可
た
り
の
強

さ
の
地
震
が
起
っ
た
。

石
川
、
富
山
の
雨
豚
下

の
一
部
で
は
強
震
或
は

強
震
(
弱
き
方
)
程
度

で
震
央
附
近
に
は
相
営

の
被
害
が
あ
っ
た
。
本

塞
よ
り
は
鷺
坂
技
手
、

帰
日
明
一
雇
員
が
問
問
慨
を
命

中
央
気
象
妻
地
震
掛

ぜ
ら
れ
踏
査
を
行
っ
た
。
，
次
に
本
地
震
調
査
結
果
の
概
要
を
報
告
す
る
リ

一
、
震
度
分
布
気
象
要
覧
所
載
の
各
測
候
所
、
及
管
内
観
測
所
に
於

け
る
震
度
よ
り
震
度
分
布
園
を
描
き
第
一
固
と
し
て
一
示
す
。
有
感
昌
見
直
域

は
北
陸
道
の
大
部
分
か
ら
中
部
地
方
の
北
半
に
亙
っ
て
ゐ
る
。

ニ
、
験
測
結
果
主
と
し
て
ウ
イ
l
ヘ
ル
ト
式
地
震
計
の
設
備
あ
る
観

測
所
に
於
け
る
験
測
結
果
を
左
に
表
示
す
る
。
全
部
の
測
候
所
に
於
け
る

験
測
値
に
就
て
は
気
象
要
覧
を
参
照
さ
れ
た
い
。

L 
S 

」一一九三
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三
、
震
央
、
震
央
に
於
け
る
授
震
時
、
震
源
の
深
さ
、
上
に
掲
げ
た
験

測
結
果
よ
り
震
央
を
求
め
る
ん
」
東
経
百
三
十
六
度
五
十
八
分
、
北
緯
三
十

七
度
四
分
、
石
川
勝
七
尾
海
南
部
の
石
崎
沖
に
営
る
。

震
央
距
離
八
百
粁
迄
の

P
波
及
び
S
波
の
走
時
曲
線
を
作
る
在
、

P
波

走
時
曲
線
は
震
源
の
深
さ
が
極
め
て
湾
く
一
般
に
深
さ
零
と
し
て
取
扱
は

れ
る
北
伊
豆
地
震
の
走
時
曲
線
に
酷
似
し
て
ゐ
る
。
之
か
ら
此
の
地
震
の

震
源
の
深
さ
も
極
め
て
浅
く
)
後
震
時
は

e

十
二
時
オ
四
分
一
〕
十
三
秒
ル
」
求

め
ら
れ
る
。

回
、
授
震
機
構
其
の
他
、

P
波
初
動
の
水
平
成
分
を
第
二
固
に
示
す
。

之
よ
り
震
央
を
過
り
犬
健
北
三
度
西
!
南
三
度
東
の
直
線
及
び
之
に
直
角

危
直
線
に
よ
っ
て
全
地
域
を
問
象
限
に
分
つ
時
、
北
西
及
び
南
東
の
こ
象

限
で
は
疎
波
、
南
西
象
限
で
は
密
波
・
と
た
っ
て
ゐ
る
、
北
東
象
限
で
も
恐
ら

〈
密
波
で
あ
る
左
考
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
北
西
l
南
東
の
向
き
の
懸
力
、

或
は
之
に
直
角
た
張
力
が
此
の
地
震
を
惹
き
起
し
た
1
2も
考
へ
ら
れ
る
。



最
近
本
州
中
部
方
面
に
起
っ
た
著
し
い
破
壊
的
地
震
か
ら
推
定
さ
れ
る
摩

力
の
方
向
を
図
示
す
る
ー
と
第
三
固
に
示
す
如
く
、
一
一
一
の
例
外
を
除
き
他

は
す
べ
て
西
北
西

l
東
南
東
、
又
は
北
西
|
南
東
に
向
い
て
を
り
、
今
同

能登強震初動分布園第二園

の
地
震
も
本
州
中
部
の
地
殻
上
居
に
働
い
て
ゐ
る
ん
」
考
へ
ら
れ
る
と
の
大

規
模
の
歪
力
の
一
つ
の
現
は
れ
止
も
見
る
事
が
出
来
る
。
(
本
多
記
す
)

本チl沖部地方地殻上居に於ける推定歪力の方向第三国

ロ
一
九
七


